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Abstract: This paper analyses no.2 case text data among over 100 lines 12 cases 
in Leper Confessions(1923). Corresponding 2 categories:<characters>or<negative 
expressions and episodes around the leper> to the keywords of no.2 case text data 
based on the previous KWIC(KeyWordInContext)analysis outputs, we find <negative 
expressions and episodes around the leper> and the rel ieved everyday events 
descriptions make ‘figure and ground’  contrast, as if trifling with the confessor's 
life.
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p44）の形で図表 5〜 16 に示した（⑤、27-39 頁）。
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　１．の<人物 >/ ＜癩病観＞カテゴリーによるKWIC分析結果再整理に基づき、連番 2の各
パラグラフ、そしてパラグラフ間の特徴に接近することが可能となった。④、⑤で得られてい
る知見を含め、順に解説する。
　「緒言」パラグラフについては、既に④で示した（④、32-34 頁、36 頁）とおり、2つの知見、
すなわち１）「個別の人物＜家族親族＜社会的地位／役割＜ライフステージ＜「人類」等の総称」
のように「個別＜総称の包含関係を有する」「多種の登場人物」、２）「多種の登場人物」の「先
行／後続文脈」に「癩病」「患者」への「嫌悪、敵視」や罹患身体「部位、症状」等の「過酷
でネガティヴな癩病観」をあらためて確認できる。さらに、今回、１．の「再整理」作業から、
新たに指摘できることがある。それは、「緒言」に記された＜人物＞や＜癩病観＞が、「緒言」
パラグラフ以降のパラグラフに記された告白者個人の個々の体験そのものとは限らず、例えば
「佛国王」や「一郵便集配人」のように、また「頭は禿げてランプの如く足は落して躄となる
もあり鼻骨は落ち頬肉はそげ、或は盲目となりて取り返しの付かぬ不具者となり一ゝ擧げ來れ
ば枚擧に遑なく世界中を駈け廻るとも斯る珍物を見出す事は能はざるべし」のように、おそら
く伝聞等に頼ったものであろう、＜人物＞や＜癩病観＞の引照先の拡張がみられることである。
なお、こうした伝聞等、告白者が当時「癩」を語るに用い得た語彙については、「ハンセン病」
や「癩」をキーワードに新聞等データベースを検索した武田徹の先行研究（「感染忌避言説の
生成と伝播：ハンセン病隔離政策をめぐって」『恵泉女学園大学紀要』28 号、2016）があり、
筆者も調査中である。
　「私の發病の第一期」パラグラフでは、級友の見つけた「大きな水腫れ」、その後の「驚くべし、
前日と同樣の水腫が腕と脛とに恰度十三、足が悉く靡亂してあはび貝の樣な形ちで手の付け樣
もない」など、告白者の病状と、診察した「醫師」「母」等周囲及び告白者の病識が、ハンセ
ン氏病と疑ってはいるようだが確定したわけでもない、微妙なずれを示している。「私は子供
ながらに早く癒つて皆と一緒に遊びたいなと思つた」はその表れであろう。
　「父子の對面」パラグラフは、「私の發病の第一期」パラグラフでの病状と病識のずれを承け
てか、※で注釈したように専ら、幼時に別れた実父との再会談である。パラグラフの終わり近
く、「大きな田蟲」に気付くものの、「醫者」「祖母」も、「二三日の内に癒つた」とする告白者も、
病状と病識には依然ずれがあるように読める。
　「喜びと苦しみ」パラグラフでは、ところが急転して、※に注釈したように、周囲も告白者
本人も、病状と病識が一致し始め、その途端、「醫術の進歩も如何なる名醫も癩病丈けは駄目
だつた」「前途の抱負も希望も悉く破壊された」「系圖が汚れる。祖父に濟まぬ。武士の家を汚
した。犬畜生め犬畜生め」「最早賴る可き人もなく世間の同情も全く絶えた」と次々と絶望を
感じ、「淚ながらに親子泣き崩れるのも珍らしくない」中、「私は將來の爲にも一家の爲にも一
層死んで災いの根を切らう」と追い詰められていくのである。
　「一家の整理及瓦解」パラグラフでは、「喜びと苦しみ」パラグラフでの「祖母」の「系圖が
汚れる」を引きずるように、告白者の病によって「一家は遂に四離滅裂となつた」と記されて
いる。ここで注目すべきは、※の注釈のとおり、告白者自ら「可なり知られた顔役」であった
－ 94 －
祖父まで「系圖」をたどっている点である。こうしたいわば過去の先祖の栄華は、「瓦解」「一家」
と強烈なコントラストをなす、いわば悲劇の「地」となっている。
　「渡る世間に鬼はなし」パラグラフは、上記「家の没落」を契機に、告白者にふりかかる様々
な出来事が、時系列を追って、「慈悲」や「同情」と「悲しさ」「寂寞」「死」が入れ替わり立
ち代わりするように記されていく。すなわち、船中での「天理敎の布敎師」の「慈悲深き言葉」
⇒宿を次々に断られ「家無き自分は益々暗黑の世界に落ち行く樣な悲しさと寂寞」「自分も黙
して居ると何處ともなく死ぬ死ぬと惡魔の囁き、前には大きな川があり水田には蛙が罵るが如
くに……　宜し此川へと」⇒宿と掛け合ってくれた「土地の若衆」⇒「線路傅い」の途中「汽
車」から逃れ「是程宜い死ぬ機會に遇た僻に尚生を惜むかと自らを笑い又何如にも業病だとも
深く感じた」⇒「憲兵巡査」に怪しまれる⇒「或一家の妻の同情」⇒「母」からの「親不孝者奴」
⇒水菓子屋の二階の仮寓「営業の妨げ」⇒転居「隠家」⇒「小便大便迄是迄に經驗の無い事を
した」⇒「母」の「嫁入り」で一人取り残される⇒「駿河の國の不治の裾野の病院」（復生病院）
につながる「修道女」、のようにである。先行する「慈悲」が「地」となって「寂寞」の「図」
を浮き立たせ、その「寂寞」が今度は「地」となって「土地の若衆」の親切を浮き立たせる。
こうした図と地のコントラストの小刻みな連なりは、標題「渡る世間に鬼はなし」とは異なっ
て、ふりかかる様々な出来事に翻弄される告白者の姿を強く示唆しよう。
　「入院と洗禮」パラグラフには、「復生病院」入院「今迄の苦痛は夢の樣な氣持ちに成つた」
ものの、「癩病」と認めがたく「自暴自棄」「人を呪ひ世を呪ひて」いた告白者が「神の攝理」
によって「我は十七に死んだのだ」と境涯をうけとめ「憎惡とひがみと其外一切を捨てゝ」「洗
禮を拜受した」と記されている。「渡る世間に鬼はなし」パラグラフでの翻弄の姿に照らせば、
安堵に近いのだろうが、「一切を捨てゝ」「神の攝理」を恃むほかない告白者を、どれほど追い
詰められていた、と私たちは受け止められるのだろうか。
　「復生病院の創立と沿革」パラグラフは、キリスト敎宣教師が「女癩病患者」「彼女の如き愍
れむべき癩病者」のために、慣れない日本の地で年月を費やし修道院にも似た自給自足の療養
所を開設、運営にあたった「沿革」が記されている。告白者の入院時には「警察も地方人も何
の干渉もない」穏やかな運営状態だったようだが、収容者に比しての死亡者数や、「治療は一
と通り研究するものゝ更に効果は見えぬ」医療レベルが案じられる。
　「魔鬼の罠」パラグラフは、この告白ばかりではなく『癩患者の告白』所収の他の告白にも
みられるものだが、性を主題にかなり踏み込んだ内容が記されている。「入院と洗禮」パラグ
ラフの「今迄の苦痛は夢の樣な氣持ちに成つた」入院生活を送る内に、おそらく「病氣」が一
時「多少快方に向つた」こともあったのだろう。「或一婦人の爲に見事戀の擒となつた」「いく
ら情慾を斷たうと祈つても」「仲々壓え切れなかつた」。なんとか自制しようと、「此の豚の樣
に喰つて居て、寢て居れば宜い病人に而も二度も死のをかと思つた事のある自分に、恁んな魔
なぞと恥かしい話ではないか。……自分は今此の樂園に這入るに及んで、精神に油斷が出來た」
「全く下劣の根性に陷つた」「自分如き癩病に女の必要は認めぬ筈だ。而も孤兒の御恩を蒙つて
居る身に女の愛に溺れるなど意氣地の無いにも程があると思つた」と自責をめぐらし、「院主」
や「母親」に相談もしてみる。「院主」は穏やかに応じるが、「母親」は強く返してくる。「親
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子の縁も切ります」。「絶望の嘆息を放つた」ものの「然しよく考へて見ると悉く自分が矛盾し
て居る事に氣が付た、全く夢から醒めた樣に。假令日本の法律が癩病の結婚を許してあるにせ
よ、私の結婚は正義正道とは云へない。又之れは社會道德上、由々しき大事である。假りに結
婚したとせよ、必ず子供が出來る。然らば其子が生存競争に打ち勝つ丈けの健康の體になるか、
若し病身であつたならば自分が十七年甞め來つたことを又鏡にかける樣な物だ」。性の先に「必
ず出來る」「子供」が「生存競争に打ち勝」てる見込みがなく「子供」の将来は「自分が十七
年甞め來つたこと」を映す「鏡」にしかならないとまで案じ、その不安によって捻じ伏せるよ
うに性を自制するための、「正義正道」「社會道德」そして宗教。だとしたら、告白者の思想に
危険が混じるのではないか、と私たちは批判し得るのか。
　「失明」パラグラフでは、「一難去つて一難」「永久に取り返しのつかぬ盲目」がふりかかる。
それは「發病當時より以上の悲しみ」をもたらす「永遠の死」の前の二度目の死「癩病で死し、
盲目で死し」であった。「魔鬼の罠」の「邪念を拂ふ事が出來た」ほっと束の間とのコントラ
ストが息苦しいほどである。
　「騒動の顚末」パラグラフは、「復生病院の創立と沿革」パラグラフで描かれた、信仰をベー
スとした自給自足型の穏やかな運営を実現していた「病院」秩序とコントラストをなす「騒動」
を扱っている。「水泡に歸し」た「患者の希望」、「院主を誹謗する聲」の中で削られていく「信仰」。
「全く人間は感情の動物かとは確かに思はれた」。既に二度目の死「失明」のふりかかった告白
者はなにをあきらめたのだろうか。
　「別れの一言」パラグラフは、※に注釈したように、「騒動」を境に復生病院を自ら退院した
告白者とベルトラン氏の再会エピソードだが、引用箇所は、「騒動の顚末」パラグラフの「騒動」
のきっかけとなった「ある入院者がもたらした国立療養所の待遇（作業手当など）に関する噂」
と内容上重なるところがある。ベルトラン氏に許しを乞うことと、国立療養所を「肉的本位」
と評価することは、告白者の中でどう整理されていたのだろう。
　最後の「希望」パラグラフは、「國家人道の爲」「患者を取締る」「全部收容」を前提に、し
かし「其の代り」「御願」として、療養所の人数上限、「外出の自由」、「治療の不完全と情慾の
壓迫」の改善などが謳われている。この前提と「其の代り」の「御願」とに、まとめて、「希望」
と題したのはなぜだろうか。
　※ここでこのような問いかけによって、筆者は、フーコーの言う「注釈」の役割を期待する。
フーコーによれば、「注釈は、（中略）沈黙のうちに分節化していたものを述べる」「役割」を
持つという。（フーコー、中村雄二郎訳『言語表現の秩序』、河出書房新社、1992、27 頁）「國
家人道の爲」「患者を取締る」「全部收容」の前提と「其の代り」の「御願」とに、まとめて、「希
望」と題したのはなぜだろうか」とは、その相容れない面をもつ「前提」と「御願」とを分別
せずに、あえて「希望」の下にまとめたのはなぜか、という意味である。
むすびにかえて
　１．でのKWIC 分析再整理と２．でのその検討を通じて、④で得ていた知見１）、２）、す
なわち＜人物＞カテゴリー、＜癩病観＞カテゴリーが各パラグラフに確認できるだけでなく、
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「喜びや苦しみ」の「急転」の表現のようなパラグラフ間での特定のパラグラフの役割や、「魔
鬼の罠」パラグラフの「一難」が払われたその後の「失明」パラグラフのようなパラグラフ間
のコントラスト、そして「渡る世間に鬼はなし」パラグラフのように、ひとつのパラグラフ内で、
「慈悲」や「同情」と「悲しさ」「寂寞」「死」が入れ替わり立ち代わり、図と地を交代するよ
うに小刻みなコントラストを重ねていくなど、連番 2の告白の全パラグラフを分析してみなけ
ればわからない知見を得られた。100 行を越える他の告白について、同様の知見が確認できる
かどうか、今後の課題としたい。
